
第3回 審議参加に関する遵守事項の検証・検討委員会  

議事次第  

○日 時：平成20年10月15日（水）10：00～12：00  

○場 所：厚生労働省5階 共用第7会議室  

○議 題：  

1． これまでの指摘事項等について   

・部会等における審議参加の状況   

・研究班アンケート調査中間報告（暫定集計）   

・欧米の最近の動向  

2． その他  

○資 料：  

資料1 本委員会の基本的な論点の再整理  

資料2 医薬品第一部会及び医薬品第二部会における審議参加の状況  

について  

資料3 薬事・食品衛生審議会における「審議参加に関する遵守事項」  

の運用上の課題に関する研究班アンケート調査結果（暫定集計版）  

資料4 米国FDAにおける最近の動向について  

参考資料1審議参加に関する遵守事項  

参考資料2 審議参加に関する遵守事項（参考資料）  

参考資料3検討すべき事項及びその検討方法  

参考資料4 利益相反とFDA諮問委員会への参加の適格性を判断するための手順に  

関するガイダンス（仮訳）  

参考資料5 FDA改革法第701条（仮訳）   
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本委員会の基本的な論点の再整理  

1 何を誰が評価するか   

○企業等Aから教授等Bが「寄付金等」を受けることを、大学等Cとして  

どのように評価するかではなく、   

○そのような「寄付金等」を受けた教授等Bが合議体である審議会Dに委  

員として参画（審議・議決）することを、審議会D（全体）としてどの  

ように評価するか。  

（注）厚生労働省所管の審議会の中には、利害関係者が参画し、議論・議決するも  

のも少なくないが、新薬等の審査等においては、特に中立・公平な議論が求め  

られている。  

2 評価の基準をどう考えるか   

○運営状況や諸外国の類似事例に照らした、現行申合せの妥当性の検証。   

○上記検証に当たって残された課題。  

t 奨学寄付金を「寄付金等」に含めるかどうか。   

・教授等個人あてではなく、大学・学部等の組織あてのものとして受  

け取ったものまで「寄付金等」に含めるかどうか。  

・「寄付金等」の申告方法は、現行のようなチェック方式で良いかど  

うか。  

・当該基準は、審議会（分科会）が審議ルールの一つとして申し合せ  

るという位置付けで良いかどうか。   



l了l・・、Jll  

医薬品第一部会及び医薬品第二部会における審議参加の状況について  

第2回会合において「薬卦食品衛生審議会審議参加の状況」（別添）により、遵守事項の運用状況について示したところ、延べ人数ベースの  
集計では、審議会における遵守事項の運用状況の実態がわかりにくいとの指摘があった。  

これを踏まえ、開催回数が比較的多い、承認審査等にかかる調査審議を行っている医薬品第一部会及び医薬品第≡部会について、今年5  
月から8月までに開催された各部会における個別議題ごとに審議参加の状況等について以下のとおりとりまとめた。  

また、現行申し合わせと暫定申し合わせの運用結果の差違について検証するため、出席委員に対する直接議決に参加した委員（退出及び議  

決不参加以外の委員）の割合J  ヽ  て
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とりまとめた。  

1．医薬品第一部会（定足数10名）  （単位＝人）  

出席委員数   申請企業関係  競合企業関係  
対応状況※1  直接議決に参加し  

退出   議決不参加   退出   議決不参加   退出   議決不参加   た委員数※2  

5月26日開催  
（総委員数19名）  

議題1  0   3   0   0   0   3   8  

義題2   0   0   0   2   0   2   9   

議題3  0   2   2   2   8   

議題4  0   0   0   0   10   
議題5  0   0   0   0   0   0   

議題6  
0   0   0   0   10  

義題7   0   0   0   0   0   0   

義題8   I O 2   0   0   2   9   

議題9  0   0   0   0   10  義題10  0   3   2   8  

義題11  0   0   0   2   0   2   9   

（注）  

※1同一議題において重複して申告されている委員がいることから、対応状況は申告された件数の総和（申請企業関係＋競合企業関係）とは異なる。  
※2 議決不参加の場合には、当該委員は部会等に出席したものとみなし、当該委員の議決権は、議決に加わった委員等の可否に関する議決結果にした  
がって部会長により行使されたものとなる（申し合わせ4．（3）議決権の行使）。   



1．医薬品第一部会・績き（定足数10名）  （単位‥人）  

申請企業 
対応状況※1  直接議決に参加し  

出席委員数   関係  競合企業関係  

退出   議決不参加   退出   議決不参加   退出   議決不参加   た委員数※2  

7月25日開催  
（総委員数18名）※3                   し   

議題1  14   0   2   0   6   0   6   8  

議題2   14   0   2   0   0   3   

議題3  14   0   2   2   

議題4  14   0   0   0   2   0   2   12  

諾讃   14   0   0   0   0   13  

議題6   14   0   4   口   10   

8月29日間催  
（総委員数18名）  

義題2※4   10   0   0   0   0   0   0   10  

義題3   10   0   2   0   0   3   7  

議題6   10   0   0   0   2   0   2   8   

議題7  10   0   0   0   0   0   0   10   

ロ  議題1   0   3   0   2   8   

議題4  0   3   2   3   7  

義題5   0   0   9   

2．医薬品第二部会（定足数9名）  （単位‥人）  

対応状況※1  直接議決に参加し  
出席委員数   申請企業関係  競合企業関係  

退出   議決不参加   退出   議決不参加   退出   議決不参加   た委員数※2  

5月23日開催  
（総委員数16名）                  じ   

議題1   13   0   0   2   2   10   

議題2   13   0   0   3   2   10   

議題3   13   0   0   3   0   3   10   

議題4   13   0   0   0   0   12   

議題5   13   0   0   0   4   0   4   9   

7月31日開催  
（総委員数16名）                  ヽじ  

審議事項なし  

8月27日開催  
（総委員数16名）                  ‖ヽひ文′   

議題1   0   0   0   0   0   0   

議題2   0   0   0   0   0   0   

議題3   0   0   9   

※37月部会前に1名退任されたため。  
※4遅れて来られた委員がおり、退出委員数を勘案すると定足数を割るおそれがあったため、審議の順番を変更した。  



（別紙）  

現行申し合わせと暫定申し合わせの運用結果について  

巨垂  申し合わせを適用一騒Ⅳ現行申し合わせを適用  

出席委員に対する  
直接議決に参加し  

た委員の割合（％）  

医薬品第二部会  医薬品第一部会   

」「・－－■一一一－－■■－  

▲▲  

し1 123  
5／23開催  8／27開催   8／29開催  7／25開催  5／26開催  



（別添）  

第二回委員会提出資料  

薬事・食品衛生審議会審議参加の状況（平成20年5月～8月開催分）  

延事議数  

部会等開催数   
延出委員  

延申請企業数   
個別品目  それ以外  延べ人員  

申請企業  競合  企業  

よ決不事加l退出   議決不事加  退出   

薬事分科会（1回）   16   4   0  4   9   208   8  3/ 0  3  

医薬品第一部会（3回〉   36   24  0  26   55   960  53   20  2  

医薬品第二部会（3回）   37   8   0   8   19   337   14  

医療機器・体外診断薬部会（2回）   24   7   7   6   163  0  

他（7回）   91   16   15   26   524  5  2   0   3  

合  計   204   59   2   60   115   2192   80  3．6％   27   2   40  

※延審議品目数において、共同開発等により該当企業が複数の場合がある。  

※審議不参加等の延べ人員欄の割合（％）は、延検討人員に対する比率である。  
（なお、延検討人員は各部会開催ごとの出席委員数×企業数（申請企業＋競合企業）を合計することにより算出している。）   



平成20年度厚生労働科学研究  

薬事・食品衛生審議会における「審議参加に関する遵守  

事項」の運用上の課題に関する研究班アンケート調査  

＜暫定集計版（2008年10月6日回収分までを集計）＞  

研究代表者 長谷川 隆一  

（注）   

本アンケート調査結果において、他の設問に対する回答と比較した場合、不整合が生じている  

と解される回答が見受け－られるが、本調査は無記名式で実施しており、確認のための遡及調査の  

実施は困難なため、今回、そのようなものも含めて集計を行ったところ。   
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調査の概要  
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Ⅱ－5．寄附金等およびコンサルタント料等の個人的な報酬について  
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（1）委員申告フォーマットの記入に要する時間について  
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Ⅲ－2．情報の開示方法について  

（l）現行の議事録および申告書のホームページでの開示について  

Ⅲ－3．問題点や改善すべき点について  

（1）現行の「審議参加に関する遵守事項」に対する全体的な評価につい て………．．…．……．．…101   
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調査の概要  

1．調査の目的  

現状の把握のため、寄付金・契約金等の会計処理方法を含めた実態の把握及び組織に対する利   

益相反への考え方について、全国の医学・薬学部（研究科）の会計担当者に対して、別添のア   

ンケート調査を実施したもの。  

2．調査項目  

① 大学に関する基本情報  

② 奨学寄附金、研究契約金の受領等について  

③ 組織的利益相反にかかる各種バイアスを防ぐための手法  

3．調査対象  

全国の国公立・私立大学の医学部および薬学部より1／3を無作為抽出（計43学部）  

4．調査時期  

2008年8月26日～9月16日  

5．調査方法  

調査票（自記式／無記名式）を用いた郵送調査  

6．回収結果  

33通（有効回答率76．7％）  

3   



I」．大学に関する基本情報  

御所属の大学、学部についてお尋ねします。  

1．1御所属の大学の種矧こついて、該当するもの1つに「リ」を付けてください。（単一回答）  

□ 1．国立大学法人   

□ 2．公立大学又は公立大学法人   

□ 3＿ 学校法人（私立大学）  

□国立大学法人  巳公立大字又は公立大学法人  日学校法人  

一重聯  全 体（n＝33）  

医学部（n＝20）  

「‘‘‘‘▲‥■‘‖………‖…‥…‖…り一‖…一‖‖…‖…………‘一”‖   
薬学部（n＝13）  

1．2貴学部（研究科）に所属されている教授の人数をお答え下さい。（単一回答）  

□ 1． 1～10人  

［コ 2＿ 11～20人  

口 3．21～30人  

口 4．31～40人  

口 5．41～50人  

口 6▲ 51人以上  

口全  体 （n＝33）   0．0   15．2  21．2  9．1   12．1   42．4   

ロ国公立医学部（n＝11）   0．0   0．0  0．0  27．3   27．3   45．5   

田私立医学部 （n＝9）   0．0   0．0  0．0  0．0   11．1   88．9   

四国公立薬学部（n＝5）   0．0   80．0  20．0  0．0   0．0   0．0   

皿私立薬学部（n＝8）   0．0   12．5  75．0  0．0   0．0   12．5   

4   



Ⅰ－2．寄附金と研究契約金の受領等について  

（1）奨学寄附金について  

奨学寄附金（製薬企業から教育研究の奨励を目的として大学等に寄附されるもの）に  

ついて  

2．1．1製薬企業からの奨学寄附金について、学内の制度的な位置づけがありますか。（単一回答）  

□ 1．明文化した規程がある  

□ 2．明文化していないが取り扱いのルールがある  

ロ 3．特にルールはない  

臼明文規程あり 日明文規程なし／ルールあり 臼ルールなし□回答なし  

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

＝  私立医学部（n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

私立薬学部（n＝8）  



2．1．2 製薬企業からの奨学寄附金とそれ以外の寄附金（不動産、動産を含む）を区別して取り扱って  

いますか。（単一回答）  

□ 1，寄附金として一括して取り扱っている  

□ 2．奨学寄附金のみを取り扱っている  

□ 3．奨学寄附金とその他の寄附金を区別して取り扱っている  

ロ寄附金として一括取扱い  臼奨学寄附金のみ  
臼奨学寄附金とその他を区別  □回答なし  

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

私立医学部（n＝9）  

「‾‾【Ⅳ  
国公立薬学部（n＝5）  

」   －   －  私立薬学部（n＝8）  
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2・1・3 製薬企業からの奨学寄附金と研究契約金（治験や共同研究、受託研究に係る費用）を区別して  

取り扱っていますか。（単一回答）  

□ 1．規定上、区別して取り扱っている  

□ 2．規程はないが、区別して取り扱っている  

口 3．区別していない  

臼規程上、区別している  白規程はないが、区別している  
同区別していない  ロ回答なし  

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

私立医学部（n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

私立薬学部（n＝8）  

．苛   



2．1．4 製薬企業からの奨学寄附金の研究者による使用に関する規程はありますか。（単一回答）  

□ 1．明文化した規程がある  

□ 2＿ 明文化していないが取り扱いのルールがある  

□ 3．特にルールはない  

□明文規程あり 目明文規程なし／ルールあり 四ルールなし□回答なし  

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

私立医学部 （n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

享∴－…lll∴、   私立薬学部（n＝8）  



2，1，5 製薬企業からの奨学寄附金の使途制限はありますか。（単一回答）  

□ 1．明文化した規程がある  

□ 2．明文化していないが取り扱いのルールがある  

□ 3．特にルールはない  

B明文規程あり 日明文規程なし／ルールあり 臼ルールなし 口回答なし  

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

・ 卸 私立医学部 （n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

私立薬学部 （n＝8）  
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2．1．6 製薬企業からの奨学寄附金の経理方法（機関経理か否か）について、該当するものに「γ」を  

つけてください。（単一回答）  

□ 1．全て機関経理である  

□ 2．原則機関経理であるが、一部例外がある  

□ 3＿ 機関経理とそれ以外（直接研究者の口座に入金）が併存している  

ロ 4．機関経理は行っていない  

口全て機関経理である  日原則機関経理  

辺機関経理とそれ以外が併存  囚機関経理は行っていない  

□回答なし  

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

私立医学部 （n＝9）  

－  

享 

国公立薬学部（n＝5）  

私立薬学部（n＝8）  

10   



2．1．7 製薬企業からの奨学寄附金の使途の管理方法に係る規程の有無について、該当するものに「γ」  

をつけてください。（単一回答）  

□ 1．規程あり  

□ 2．規程なし  

ロ規程あり  白規程なし  □回答なし  

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

私立医学部（n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

私立薬学部（n＝8）  

11  

曳   



2．1．8 製薬企業からの奨学寄附金に関し、個別の事例毎に企業名、金額及び受取人（実際に寄附金等  

を使用する研究者のことを指す。以下同じ。）が対応づけられる形で書類上管理されているか否かにつ  

いて、該当するものに「リ」をつけてください。（単一回答）  

□ 1．個別事例毎に企業名、金臨及び受取人が対応できる形で管理されている  

口 2．管理されていない  

□個別事例ごとに管理されている 四管理されていない ロ回答なし  

＝二二二＿  全  体（n＝33）  

棚蓼■  国公立医学部（n＝11）  

私立医学部（n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

私立薬学部 （n＝8）  

12   



2．1．9 製薬企業からの奨学寄附金の受領に関し、企業名、金額及び受取人に関する情報の公表の取扱  

いについて、該当するものに「γ」をつけてください。（単一回答）  

□ 1＿ 学部内（学内）■学外問わず全て（「企業名、金額及び受取人」のことを指す。以下2．1．9において  

同じ。）公表している  

□ 2．学部内（学内）のみ全て公表しているが、情報公開請求があれば全て公表する  

口 3．学部内（学内）・学外とも全ては公表していないが、情報公開請求があれば全て公表する  

口 4．情報公開請求があっても全ては公表していない  

日学部内外問わず全て公表  
日学部内のみ全て公表／公開請求があれば全て公表  

同学部内外とも全ては公表していない／公開請求があれば全て公表  
日情報公開請求があっても全ては公表しない  
口回答なし  

全  体 （n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

私立医学部（n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

私立薬学部（n＝8）  

13   



2．1．10 乙1．9で1・又Iま2．1こチェックをされた方のみお答え‾下さい   

企業名、金額及び受取人に関する情報の学部内（学内）への公表の方法について、該当するものに「リ」  

をつけてください。（複数回答可）  

ロ 1＿ 学内で書類の閲覧が可能  

ロ 2．学内掲示版等に書面で掲示  

□ 3．学内で書類を回覧  

□ 4，学内イントラネット、学内ページ（パスワード管理など）で学内向けに公表  

□ 5．学内の会議で周知  

ロ 6．広報文書、広報誌で周知  

□ 7．インターネットで学内外に公表  

2  3  

学内で書類の閲覧が可能  

学内掲示板等に書面で掲示  

学内で書類を回覧  

学内ページで学内向けに公表  

学内の会議で周知  

広報文書、広報誌で周知  

インターネットで学内外に公表  

回答なし  

14   



2．1．12 製薬企業からの奨学寄附金の受領に関し、拠出側情報（企業名および各企業からの金額）の  

情報公開請求時の公開方法について、該当するものに「‡／」をつけてください。（単一回答）  

□ 1．企業名および各企業からの金額を全て公開している  

□ 2．原則として公開するが、少韻の場合など、一部省略する場合がある  

ロ 3．企業名を匿名化して企業毎の金額を公開している  

□ 4．総額のみを公表している  

□ 5．企業名を示すが、企業毎の金額は公開していない  

□ 6．企業名、金額ともに公開していない  

□企業名、金額全て公開  巳原則公開／一部省略する場合がある  

日企業名を匿名化して金額を公開  日総額のみを公表  

日企業名を示すが、個別金額は非公開 囚企業名、金額とも非公開  

□回答なし  

全  体（n＝33）  

】   服 国公立医学部（n＝11）  

11．1   陪♯巨：宴：巨      66・7  私立医学部 （n＝9）  

二 
㍉ 

＿ 
国公立薬学部（n＝5）  

私立薬学部（n＝8）  

15   



2．1．13 製薬企業からの奨学寄附金の受領に関し、受け取り側情報（講座名、研究者名等）の情報公  

開請求時の公開方法について、該当するものに「γ」をつけてください。（単一回答）  

□ 1．研究者名及び受領内容を全て公開している  

□ 2．原則として公開するが、少額の場合など、一部省略する場合がある  

□ 3．研究者名を匿名化して受領内容を公開している  

□ 4．講座等の単位のみで公開し、研究者毎の情矧ま公開していない  

□ 5．公開していない  

ロ研究者名、受領内容を全て公開  日原則公開／一部省略する場合がある  

囚研究者名を匿名化し公開  巳講座等単位のみで公開  

田公開していない  口回答なし  

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

ー－  ∴二‥・∴‥∴三三；う    ll、Il  私立医学部 （n＝9）  

L‾雲＝＝＝ 国公立薬学部（n＝5）  

私立薬学部（n＝8）  



2．1．14 製薬企業からの奨学寄附金の受領に際して、光熱水料などの間接経費を組織（大学、学部）  

へ割り当てるとする規程はありますか。（単一回答）  

□ 1．規程で明文化し、間接経費を徴収している  

□ 2．明文化した規程はないが、間接経費を徴収している  

□ 3．間接経責を徴収していない  

ロ規程で明文化し徴収  自明文規程はないが徴収している  
日間接経費を徴収していない  ロ回答なし  

全  体（n＝33）  

嘩 国公立医学部（n＝11）  

私立医学部（n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

ー   ー 私立薬学部（n＝8）  

17   



2．1．15 製薬企業からの奨学寄附金の受領に際して、光熱水料などの間接緑黄の割り当て率（割り当  

て率が奨学寄付金等の金額により異なる場合は最も例数の多いもの）をお答え下さい。（1％以下は切  

り上げ）（単一回答）  

□ 1．0％（間接経費無し）  

［コ 2．1～10％  

［コ 3．11～20％  

［］ 4．21～30％  

［コ 5．31～40％  

［］ 6．41～50％  

□ 7．51％以上  

ロ0％  El～10％  匿11～20％ B21～30％ 臼31～40％ 田41～50％  

051％以上 口回答なし  

全  体（n＝33）  

3．0  3．0  

国公立医学部（n＝11）  

≧二   
77 8 私立医学部（n＝9）  

l 国公立薬学部（「．＝5）  

私立薬学部（l【戸8）  

1S   



（2）奨学寄附金以外の資金について  

奨学寄附金以外の企業からの資金（不動産・動産を含む奨学寄附金以外の寄附金、治  

験や共同研究・受託研究に係る研究契約金）について  

2．2．1製薬企業からの奨学寄附金以外の資金の経理方法（機関経理か否か）について、該当するもの  

に「γ」をつけてください。（単一回答）  

ロ 1．全て機関経理である  

□ 2．原則機関経理であるが、一部例外がある  

日 3．機関経理とそれ以外（直接研究者の口座に入金）が併存している  

□ 4．機関経理は行っていない  

臼全て機関経理である  日原則機関経理  

田機関経理とそれ以外が併存  田機関経理は行っていない  

ロ回答なし  

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

私立医学部 （n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

私立薬学部（n＝8）  

19   



2．2．2 製薬企業からの奨学寄附金以外の資金の使途の管理方法に係る規程の有無について、該当する  

ものに「zノ」をつけてください。（単一回答）  

□ 1＿ 規程あり  

□ 2．規程なし  

口規程あり  田規程なし  □回答なし  

全  体（n＝二〕3）  

」＿＿、、＿‥、、  国公立医学部（n＝11）  

二  私立医学部（n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

私立薬学部（n＝8）  

20   



2．2．3 製薬企業からの奨学寄附金以外の資金に閲し、個別の事例毎に企業名、金額及び受取人が対応  

づけられる形で書類上管理されているか否かについて、該当するものに「リ」をつけてください。（単  

一回答）  

口 1．個別事例毎に企業名、金額及び受取人が対応できる形で管理されている  

□ 2．管理されていない  

□個別事例ごとに管理されている 回管理されていない □回答なし  

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

私立医学部（n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

私立薬学部（n＝8）  

21   



2・2・4 製薬企業からの奨学寄附金以外の資金の受領に関し、企業名、金額及び受取人の情報の公表の  

取扱いについて、該当するものに「ソ」をつけてください。（単一回答）  

□ ■1一 学部内（学内）・学外問わず全て（「企業名、金額及び受取人」のことを指す。以下2．2．4において  

同じ。：）公表している  

□ 2・学部内（学内）のみ全て公表しているが、情報公開請求があれば全て公表する  

□ 3■ 学部内（学内）・学外とも全ては公表していないが、情報公開請求があれば全て公表する  

口 4．情報公開請求があっても全ては公表していない  

外問わず全て公表  【コ   

日学部内のみ全て公表／公開請求があれば全て公表  

国学部内外とも全ては公表していない／公開請求があれば全て公表  
日†吉報公開請求があっても全ては公表しない  

□回答なし  

－。ニミ ・・圭  一   至  全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

私立医学部 （n＝9）  

ニ・…  董      ‥  国公立薬学部（n＝5）  

】  匡∃階上物陸済詞  私立薬学部（n＝8）  

22   



2．2．5 2．2．4で1．又は2．にチェックをされた方のみお答え下さい   

企業名、金額及び受取人に関する情報の学部内（学内）への公表の方法について、該当するものに「γ」  

をつけてください。（複数回答可）  

□ 1．学内で書類の閲覧が可能  

口 2．学内掲示版等に書面で掲示  

□ 3．学内で書類を回覧  

口 4．学内イントラネット、学内ページ（パスワード管理など）で学内向けに公表  

□ 5．学内の会議で周知  

□ 6．広報文書、広報誌で周知  

□ 7．インターネットで学内外に公表  

0  1  2  

学内で書類の閲覧が可能  

学内掲示板等に書面で掲示  

学内で書類を回覧  

学内ページで学内向けに公表  

学内の会議で周知  

広報文書、広報誌で周知  

インターネットで学内外に公表  

回答なし  

23   



2．2．7 製薬企業からの奨学寄附金以外の資金の受領に関し、拠出側情報（企業名および各企業からの  

金飴）の情報公開請求時の公開方法について、該当するものに「γ」をつけてください。（単一回答）  

口 1．企業名および各企業からの金額を全て公開している  

ロ 2．原則として公開するが、少額の場合など、一部省略する場合がある  

ロ 3．企業名を伏せて企業毎の金額を公開している  

□ 4．総額のみを公表している  

□ 5．企業名を示すが、企業毎の金矧ま公開していない  

□ 6．企業名、金額ともに公開していない  

□企業名、金額全て公開  日原則公開／一部省略する場合がある  

日企業名を匿名化して金額を公開  日総額のみを公表  

日企業名を示すが、個別金額は非公開 囚企業名、金額とも非公開  

□回答なし  

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

私立医学部（n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

私立薬学部（n＝8）  

24   



2．2．8 製薬企業からの奨学寄附金以外の資金の受領に閲し、受け取り側情報（講座名、研究者名等）  

の情報公開請求時の公開方法について、該当するものに「γ」をつけてください。（単一回答）  

D l．研究者名及び受領内容を全て公開している  

□ 2．原則として公開するが、少額の場合など、一部省略する場合がある  

□ 3．研究者名を匿名化して受領内容を公開している  

□ 4．講座等の単位のみで公開し、研究者毎の情幸艮は公開していない  

□ 5．公開していない  

臼研究者名、受領内容を全て公開  日原則公開／一部省略する場合がある  

同研究者名を匿名化し公開  日講座等単位のみで公開  

田公開していない  □回答なし  

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

≡二‡二‥L＿＿”ニ＿二二  私立医学部（n＝9）  

犯0 国公立薬学部（n＝5）  

童‥ ・、、、、＿＿二「＿二＿  私立薬学部（n＝8）  

25   



＿＿＿一■一■■■■－－－＝－－＝－－－一一＝一＝＝－－－－－－＝一－－＝一－－一－－－－－－－一－－一－－－－－－－－－－－一一－＝－－－－－＝－－－－＝－－－－－－－－－－－－－－－‾‾‾‾‾‾‾‾▼▼‾■ 

2．2．9 製薬企業からの奨学寄附金以外の資金の受領に際して、光熱水料などの間接経費を組織（大学、  

学部）へ割り当てるとする規程はありますか。（単一回答）  

口1．規程で明文化し、間接経費を徴収している  

□ 2＿ 明文化した規程はないが、間接経費を徴収している  

□ 3＿ 間接経費を徴収していない  

が  明文規程はない  ロ規程で明文化し徴収  白   

田間接経費を徴収していない  □回答なし  

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

私立医学部（n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

私立薬学部（n＝8）  

26   



2．2．10 製薬企業からの奨学寄附金以外の資金の受領に際して、光熱水料などの間接経費の割り当て  

率（金額により異なる場合は最も多いもの）をお答え下さい。（1％以下は切り上げ）（単一回答）  

□ 1．0％（間接経費無し）  

［コ 2．1～10％  

［］ 3．11～20％  

□ 4．21～30％  

□ 5．31～40％  

ロ 6．41～50％  

□ 7．51％以上  

ロ0％  El～10％ 臼11～20％ 匹21～30％ 臼31～40％ 臼41～50％  

b51％以上 口回答なし  

娼 全  体（n＝33）  

軒転璽紺州榊棚㈲ 国公立医学部（n＝11）  

私立医学部（n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

62・5  私立薬学部（n＝8）  

27   



（3）寄附講座開設について  

2・3・1製薬企業からの寄附講座開設時の経理方法（機関経理か否か）について、該当するものに「γ」  

をつけてください。，（単一回答）  

□ 1．全て機関経理である  

口 2．原則機関経理であるが、一部例外がある  

□ 3．機関経理とそれ以外（直接研究者の口座に入金）が併存している  

□ 4．機関経理は行わない  

□全て機関経理である  日原則機関経理  

四機関経理とそれ以外が併存  田機関経理は行わない  

□回答なし  

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

私立医学部（n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

私立薬学部（n＝8）  

28   



2．3．2 製薬企業からの寄附講座開設時の使途の管理方法に係る規程の有無について、該当するものに  

「γ」をつけてください。（単一回答）  

□ 1．規程あり  

□ 2．規程なし  

臼規程あり  四規程なし  ロ回答なし  

2L  全  体（n＝33）  

・・   国公立医学部（n＝11）  

私立医学部（n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

私立薬学部（n＝8）  

29   



2－3・3 製薬企業からの寄附講座開設時の費用に関し、個別の事例毎に企業名、金額及び受取人が対応て  

づけられる形で書類上管理されているか否かについて、該当するものに「リ」をつけてください。（単  

一回答）  

□ 1．個別事例毎に企業名、金嶺及び受取人が対応できる形で管理されている  

ロ 2．管理されていない  

□個別事例ごとに管理されている 田管理されていない □回答なし  

全  体（n＝二33）  

国公立医学部（n＝11）  

…、、、…  私立医学部（n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

私立薬学部（n＝8）  

30   



2．3．4 製薬企業からの寄附講座開設時の費用の受領に関し、企業名、金額及び受取人に関する情報の  

公表の取扱いについて、該当するものに「γ」をつけてください。（単一回答）  

ロ1．学部内（学内）・学外問わず全て（「企業名、金額及び受取人」のことを指す。以下2・3・4において  

同じ。）公表している  

□ 2．学部内（学内）のみ全て公表しているが、情報公開請求があれば全て公表する  

口 3．学部内（学内）・学外とも全ては公表していないが、情報公開請求があれば全て公表する  

□ 4．情報公開請求があっても全ては公表していない  

日学部内のみ全て公表／公開請求があれば全て公表  

国学部内外とも全ては公表していない／公開請求があれば全て公表  
田一「育報公開請求があっても全ては公表しない  

口回答なし  

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

私立医学部（n＝9）  

蓋－・毒二‾…ll  国公立薬学部（n＝5）  

弧 私立薬学部（n＝8）  
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又は2．にチェックをされた  方のみにお  伺いします  

企業名、金額及び受取人に関する情報の学部内（学内）への公表の方法について、該当するものに「レ」  

をつけてください．⊃（複数回答可）  

□ 1．学内で書類の閲覧が可能  

口 2．学内掲示版等に書面で掲示  

口 3＿ 学内で書類を回覧   

口 4・学内イントラネット、学内ページ（パスワード管理など）で学内向けに公表  

□ 5＿ 学内の会議で周知  

□ 6．広報文書、広報誌で周知  

□ 7．インターネットで学内外に公表  

1  2  3  4  

学内で書類の閲覧が可能  

学内掲示板等に書面で掲示  

学内で書類を回覧  

学内ページで学内向けに公表  

学内の会議で周知  

広報文書、広報誌で周知  

インターネットで学内外に公表  

回答なし  
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2・3・6 2・3・4で1・にチェックをされた方のみlこお伺し＼します   

企業名、金額及び受取人に関する情報の学外への公表の方法について、該当するものに「γ」をつけ  

てください。（複数回答可）  

D l．学内で書類の閲覧が可能  

□ 2．学内掲示版等に書面で掲示  

□ 3．広報文書、広報誌で周知  

口 4．インターネットで公表  

口 5．経理書類として公表  

0  1  2  3  

学内で書類の閲覧が可能  

学内掲示板等に書面で掲示  

広報文書、広報誌で周知  

インターネットで学内外に公表  

経理書面として公表  

回答なし  
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▲一－－－▼－－－ －－－一－－－－－一一－ －－－ － 一－－－1－－－1－－－－－－－一一－ －－－一一－一一－一一 －－－一一‾‾‾▼ノ「【▼▼‾  

2．3．7 製薬企業からの寄附講座開設時の費用の受領に関し、拠出側情報（企業名および各企業からの  

金額）の情報公開請求時の公開方法について、該当するものに「γ」をつけてください0（単一回答）  

□1＿ 企業名および各企業からの金額を全て公開している  

ロ 2＿ 企業名を伏せて企業毎の金額を公開している  

□ 3．総額のみを公表している  

□ 4．企業名を示すが、企業毎の金額は公開していない  

□ 5．企業名、金諭ともに公開していない  

日企業名を匿名化して金額を公開  

日企業名を示すが、個別金額は非公開  

□回答なし  

ロ企業名、金額全て公開  

田総額のみを公表  

田企業名、金額とも非公開  

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

私立医学部（n＝9）  

国公立薬学部（「．＝5）  

私立薬学部（rl＝8）  
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2．3．8 製薬企業からの寄附講座開設時の費用の受領に関し、受け取り側情報（講座名、研究代表者名  

等）の情報公開請求時の公開方法について、該当するものに「Zノ」をつけてください。（単一回答）  

□ 1．代表研究者名及び受領額を全て公開している  

□ 2．原則として公開するが、少額の場合など、一部省略する場合がある  

□ 3．講座名又は代表研究者名を公開し、金客引ま公開していない  

口 4．公開していない  

□研究者名、受領内容を全て公開  白原則公開／一部省略する場合がある  

日講座または研究者のみで金額は非公開田公開していない  

□回答なし  

全  体 （n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

私立医学部（n＝9）  

60. O 国公立薬学部（n＝5）  

私立薬学部 （n＝8）  
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2．3．9 製薬企業からの寄附講座開設時の費用の受領に際して、光熱水料などの間接経費を組織（大学、  

学部）へ割り当てるとする規程はありますか。（単一回答）  

□ 1．規程で明文化し、間接経費を徴収している  

口 2．明文化した規程はないが、間接経費を徴収している  

□ 3．間接綬章を徴収していない  

□規程で明文化し徴収  臼明文規程はないが徴収している  
田間接経費を徴収していない  ロ回答なし  

全  体 （n＝33）  

＝ 国公立医学部（n＝11）  

＋宰 
私立医学部 （r】＝9）  

国公立薬学部（rl＝5）  

－  
私立薬学部 （rl＝8）  
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2．3，10 製薬企業からの寄附講座開設時の費用の受領に際して、光熱水料などの間接経貴の割り当て  

率（金額により異なる場合は最も多いもの）をお答え下さい。（1％以下は切り上げ）（単一回答）  

口 1．0％（間接経責無し）  

［コ 2．1～10％  

［コ 3．11～20％  

［コ 4．21～30％  

［コ 5．31～40％  

［］ 6．41～50％  

□ 7．51％以上  

□0％  El～10％  田11～20％ 臼21～30％ 臼31～40％ 臼41～50％  

■51％以上 □回答なし  

＿ 

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

4・4 私立医学部（n＝9）  

－  国公立薬学部（n＝5）  

萱     ト  私立薬学部（n＝8）  
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（4）研究費を伴う研究生等受入れについて  

■√－－－－一一－一一一一一一一一一－－一－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－一一－←一←－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－▲‾▲】‾一  

2，4．1製薬企業からの研究費を伴う研究生等受入れ時の研究費の経理方法（機関経理か否か）につい≡  

て、該当するものに「リ」をつけて〈ださい。（単一回答）  

□ 1．全て機関経理である  

□ 2．原則機関経理であるが、一部例外がある  

□ 3＿ 機関経理とそれ以外（直接研究者の口座に入金）が併存している  

□ 4．機関経理は行っていない  

□全て機関経理である  日原則機関経理  

田機関経理とそれ以外が併存  田機関経理は行っていない  

ロ回答なし  

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

】l  私立医学部（Il＝9）  

国公立薬学部（「＝5）  

私立薬学部（rl＝8）  
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2．4．2 製薬企業からの研究費を伴う研究生等受入れ時の研究真の管理方法に係る規程の有無につい  

て、該当するものに「リ」をつけてください。（単一回答）  

□ 1．規程あり  

□ 2．規程なし  

□規程あり  田規程なし  □回答なし  

全  体 （n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

…  私立医学部（n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

私立薬学部（n＝8）  
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2．4．3 製薬企業からの研究費を伴う研究生等受入れ時の研究費に関し、個別の事例毎に企業名、金額  

及び受取人が対応づけられる形で書類上管理されているか否かについて、該当するものに「リ」をつ  

けてください。（単一回答）  

ロ 1＿ 個別事例毎に企業名、金額及び受取人が対応できる形で管理されている  

口 2．管理されていない  

□個別事例ごとに管理されている 田管理されていない □回答なし  

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

4 作彬※刻l 私立医学部（n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

私立薬学部（n＝8）  
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2．4．4 製薬企業からの研究費を伴う研究生等受入れ時の研究真の受領に閲し、企業名、金額及び  

受取人に関する情報の公表の取扱いについて、該当するものに「リ」をつけてください。（単一回  

答）  

□ 1．学部内（学内）・学外問わず全て（「企業名、金額及び受取人」のことを指す。以下2．4．4にお  

いて同じ。）公表している  

□ 2．学部内（学内）のみ全て公表しているが、情報公開請求があれば全て公表する  

口 3．学部内（学内）・学外とも全ては公表していないが、情報公開請求があれば全て公表する  

ロ 4．情報公開請求があっても全ては公表していない  

□学部内外問わず全て公表  

日学部内のみ全て公表／公開請求があれば全て公表  

辺学部内外とも全ては公表していない／公開請求があれば全て公表  
田情報公開請求があっても全ては公表しない  
ロ回答なし  

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

＿」＿Ⅷ＿＿⊥＿＿」 
私立医学部（n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

私立薬学部（n＝8）  
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2．4．5 抑こチェックをされた方のみ†こおイ司し＼します   

企業名、金額及び受取人に関する情報の学部内（学内）への公表の方法について、該当するものに「γ」  

をつけてください。（複数回答可）  

□ 1．学内で書類の閲覧が可能  

□ 2．学内掲示版等に書面で掲示  

□ 3．学内で書類を回覧  

□ 4．学内イントラネット、学内ページ（パスワード管理など）で学内向けに公表  

□ 5．学内の会議で周知  

□ 6，広報文書、広報誌で周知  

ロ 7．インターネットで学内外に公表  

0  1  2  

学内で書類の閲覧が可能  

学内掲示板等に書面で掲示  

学内で書類を回覧  

学内ページで学内向けに公表  

学内の会議で周知  

広報文書、広報誌で周知  

インターネットで学内外に公表  

回答なし  
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2．4．7 製薬企業からの研究費を伴う研究生等受入れ時の研究費の受領に関し、拠出側情報（企業名お  

よび各企業からの金額）の情報公開請求時の公開方法について、該当するものに「γ」をつけてくだ  

さい。（単一回答）  

□ 1．企業名および各企業からの金額を全て公開している  

□ 2．原則として公開するが、少額の場合など、一部省略する場合がある  

口 3．企業名を匿名化して企業毎の金醸を公開している  

□ 4．総額のみを公表している  

□ 5．企業名を示すが、企業毎の金額は公開していない  

□ 6．企業名、金額ともに公開していない  

日原則公開／一部省略する場合がある  

日総額のみを公表  

田企業名、金額とも非公開  

□企業名、金額全て公開  

田企業名を匿名化して金額を公開  

田企業名を示すが、個別金額は非公開  

□回答なし  

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

私立医学部 （n＝9）  

・  国公立薬学部（n＝5）  

0 私立薬学部（n＝8）  
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2．4，8 製薬企業からの研究費を伴う研究生等受入れ時の研究費の受領に関し、受け取り側情報（講座  

名、研究者名）の情報公開請求時の公開方法について、該当するものに「γ」をつけてください。（単  

一回答）  

□ 1．研究者名及び受領内容を全て公開している  

□ 2＿ 原則として公開するが、少額の場合など、一部省略する場合がある  

□ 3．研究者名を匿名化して受領内容を公開している  

□ 4．講座等の単位のみで公開し、研究者毎の情報は公開していない  

□ 5＿ 公開していない  

□研究者名、受領内容を全て公開  日原則公開／一一部省略する場合がある  

日研究者名を匿名化して公開  日講座等単位のみで公開  

日公開していない  ロ回答なし  

回巨∃辞晦仁  全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

軽傷一 
私立医学部（n＝9）  

二うー …lll 国公立薬学部（n＝5）  

払0 私立薬学部（n＝8）  



2．4．9 製薬企業からの研究費を伴う研究生等受入れ時の研究費の受領に際して、光熱水料などの間接  

経費を組織（大学、学部）へ割り当てるとする規程はありますか。（単一回答）  

□ 1．規程で明文化し、間接経責を徴収している  

ロ 2．明文化した規程はないが、間接経責を徴収している  

ロ 3．間接経費を徴収していない  

明 文規程はないが徴収している  臼規程で明文化し徴収  巨   

田間接経費を徴収していない  □回答なし  

36. 4 全  体（n＝33）  

卜  国公立医学部（n＝11）  

私立医学部 （n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

・  私立薬学部（n＝8）   
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2．4．10 製薬企業からの研究責を伴う研究生等受入れ時の研究費の受領に際して、光熱水料などの間  

接経責の割り当て率（金額により異なる場合は最も多いもの）をお答え下さい。（1％以下は切り上げ）  

（単一回答）  

□ 1．0％（間接経責無し）  

［コ 2．1～10％  

□ 3．11・〉20％  

［コ 4．21■〉30％  

［コ 5．31～40％  

［コ 6．41～50％  

□ 7．51％以上  

□0％  日1～10％  国11～20％ ロ21～30％ 田31～40％ 匂41～50％  

■51％以上 □回答なし  

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

私立医学部 （n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

私立薬学部（】1＝8）  
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（5）研究費を伴わない研究生等受入れについて  

2．5．1製薬企業からの研究費を伴わない研究生等受入れに係る規程の有無について、該当するものに  

「リ」をつけてください。（単一回答）  

□ 1．規程あり  

□ 2．規程なし  

臼規程あり  田規程なし  ロ回答なし  

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

私立医学部（n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

私立薬学部（n＝8）  
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2．5．2 製薬企業からの研究責を伴わない研究生等受入れに関し、個別の事例毎に企業名、研究生人数  

及び受入先講座が対応づけられる形で書類上管理されているか否かについて、該当するものに「リ」  

をつけてください．。（単一回答）  

□1．個別事例毎に企業名、研究生人数及び受入先講座が対応できる形で管理されている  

□ 2．管理されていない  

□個別事例ごとに管理されている 日管理されていない ロ回答なし  

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

私立医学部（n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

私立薬学部（n＝8）  
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2．5．3 製薬企業からの研究貴を伴わない研究生等受入れに関し、企業名、研究生人数及び受入先講座  

に関する情報の公表の取扱いについて、該当するものに「γ」をつけてください。（単一回答）  

□1．学部内（学内）・学外問わず全て（「企業名、研究生人数及び受入先講座」のことを指す。以下2．5．3  

において同じ。」公表している  

□ 2．学部内（学内）のみ全て公表しているが、情報公開請求があれば全て公表する  

□ 3．学部内（学内）・学外とも全ては公表していないが、情報公開請求があれば全て公表する  

ロ 4．情報公開請求があっても全ては公表していない  

外問わず全て公表  
日学部内のみ全て公表／公開請求があれば全て公表  
日学部内外とも全ては公表していない／公開請求があれば全て公表  
田情報公開請求があっても全ては公表しない  
ロ回答なし  

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

私立医学部（n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

私立薬学部（n＝8）  
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2．5．4 2．5．3で1．又は2．にチェックをされた方のみにお伺いします  

企業名、研究生人数及び受入先講座名に関する情報の学部内（学内）への公表の方法について、該当  

するものに「zノ」をつけてください。（複数回答可）  

口 1．学内で書類の閲覧が可能  

□ 2．学内掲示版等に書面で掲示  

口 3．学内で書類を回覧  

□ 4＿ 学内イントラネット、学内ページ（パスワード管理など）で学内向けに公表  

□ 5．学内の会議で周知  

□ 6＿ 広報文書、広報誌で周知  

□ 7．インターネットで学内外に公表  

0  1  2  3  4  

学内で書類の閲覧が可能  

学内掲示板等に書面で掲示  

学内で書類を回覧  

学内ページで学内向けに公表  

学内の会議で周知  

広報文書、広報誌で周知  

インターネットで学内外に公表  

回答なし  
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2．5．6 製薬企業からの研究費を伴わない研究生等受入れに関し、拠出側情報（企業名および研究生名）  

の情報公開請求時の公開方法について、該当するものに「1／」をつけてください。（単一回答）  

□ 1．企業名および研究生人数を全て公開している  

□ 2．企業名のみを公開している  

□ 3．研究生人数のみを公開している  

□ 4．企業名、研究生人数ともに公開していない  

口企業名、研究生人数を全て公開  日企業名のみ公開  

日研究生人数のみ公開  日企業名、研究生人数とも非公開  

□回答なし  

購J 全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

私立医学部（n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

私立薬学部（n＝8）  
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2．5．7 製薬企業からの研究費を伴わない研究生等受入れ時に関し、受け取り側情報（受入先講座名）  

の情報公開請求時の公開方法について、該当するものに「ヱノ」をつけてください。（単一回答）  

□ 1．公開している  

ロ 2＿ 公開していない  

ロ公開している  田公開していない  口回答なし  

⊥＿二二二二 ー 

＿ 

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

二二「二 私立医学部 （n＝9）  

国公立薬学部（「．＝5）  

二  私立薬学部（n＝8）  
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Ⅱ－3．組織的利益相反にかかる各種バイアスを防ぐための手法  

このアンケートでは「寄附金等」は、「寄附金（不動産、動産、奨学寄附金を含む）、  

治験や共同研究・受託研究に係る研究契約金」を指します。  

「組織的利益相反」とは、組織（学部、大学）に対して寄附等がなされた場合、ある  

いは、そこに所属する他の研究者が寄附等を受けた場合に、研究者が直接又は間接的  

に利益を受けたと感じ、各種判断にバイアスを生じうる状態を指します。  

3．1．1製薬企業から寄附金等を受けた場合の「組織的利益相反」による各種判断へのバイアスを防ぐ  

ための手法として、該当するものに「1／」をつけてください。（単一回答）  

口 1．規程等により、判断にバイアスを生じないよう周知  

口 2．明文化した規程はないが、判断にバイアスを生じないよう周知  

ロ 3．特に対応していない  

口規程等により周知  日明文規程なし／生じないよう周知  
臼特に対応していない  ロ回答なし  

全  体（n＝33）  

二‥   国公立医学部（n＝11）  

＋≠ 私立医学部（n＝9）  

≠吸済男親  国公立薬学部（n＝5）  

‥ 私立薬学部（n＝8）  
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Ⅱ．教授  
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調査の概要  

1．調査の目的  

現状の把握のため、寄付金・契約金等の会計処理方法を含めた実態の把握及び組織に対する利   

益相反への考え方について、全国の医学・薬学部（研究科）に所属する教授に対して、別添の   

アンケート調査を実施したもの。  

2．調査項目  

① 大学に関する基本情報  

② 奨学寄附金、研究契約金の受領に関する事項について  

③ 学部内関係者、大学等への寄附金等の受領に関する認知の有無  

④ 学部内関係者、大学等への大学関係者の寄附金等の各種判断へのバイアスの有無に関す  

る考え方  

⑤ 寄附金等およびコンサルタント料等の個人的な報酬について  

3．調査対象  

学部調査対象43大学の教授各5名の計215名。抽出にあたっては、当該調査に関係が深い  

と思われる臨床系講座の教∃受を対象とした。  

4．調査時期  

2008年8月26日～9月16日  

5．調査方法  

調査票（自記式／無記名）を用いた郵送調査  

6．回収結果   

112通（有効回答率52．1％）  
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Ⅱ－1．大学に関する基本情報  

御所属の大学、学部についてお尋ねします。   

（1）所属の学部  

1．1御所属の学部について、該当するものに「レ」を付けてください。（単一回答）  

□ 1．医学部（研究科）  

□ 2．薬学部（研究科）  

日医学部田楽学部  

（2）所属の大学の種類  

1．2 御所属の大学の種類について、該当するもの1つに「γ」を付けてください。（単一回答）  

□ 1．国立大学法人  

□ 2．公立大学又は公立大学法人  

□ 3．学校法人（私立大学）  

□国立大学法人田公立大学又は公立大学法人国学校法人  
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Ⅱ－2．寄附金と研究契約金の受領に関する事項について  

（1）奨学寄附金について  

2．1．1製薬企業からの奨学寄附金の経理方法（機関経理か否か）について、該当するものに「リ」を  

つけてください。（単一回答）  

□ 1．全て機関経理である  

□ 2．原則機関経理であるが、一部例外がある  

□ 3．機関経理とそれ以外（直接個人の口座に入金）が併存している  

□ 4．機関経理は行っていない  

巳全て機関経理  日原則機関経理  一部例外  

臼機関経理とそれ以外が併存  囚機関経理は行っていない  
□回答なし  

全  体（n＝112）  

国公立医学部（n＝39）  

私立医学部（n＝29）  

】1  国公立薬学部（n＝18）  

私立薬学部（n＝26）  
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2．1．2 製薬企業からの奨学寄附金の使途の管理方法に係る規程の有無について、該当するものに「γ」て 

をつけてください‘）（単一回答）  

ロ 1．規程あり  

□ 2．規程なし  

口規程あり  四規程なし  □回答なし  

全  体 （n＝112）  

国公立医学部（n＝39）  

私立医学部（n＝29）  

国公立薬学部（n＝18）  

私立薬学部（n＝26）  
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（2）奨学寄附金以外の企業からの資金について  

2．2．1製薬企業からの奨学寄附金以外の資金の経理方法（機関経理か否か）について、該当するもの  

に「リ」をつけてください。（単一回答）  

ロ 1．全て機関経理である  

□ 2．原則機関経理であるが、一部例外がある  

口 3．機関経理とそれ以外（直接個人の口座に入金）が併存している  

□ 4．機関経矧ま行っていない  

□全て機関経理  日原則機関経理（一部例外  

四機関経理とそれ以外が併存  臼機関経理は行っていない  
□回答なし  

全  体（n＝112）  

国公立医学部（n＝39）  

私立医学部（n＝29）  

国公立薬学部（n＝18）  

私立薬学部（n＝26）  
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2・2・2 製薬企業からの奨学寄附金以外の資金の使途の管理方法に係る規程の有無について、該当する  

ものに「リ」をつけてください。（単一回答）  

□ 1．規程あリ  

ロ 2＿ 規程なし  

ロ規程あり  田規程なし  □回答なし  

、、‾l‥ 

－－   全  体（n＝112）  

国公立医学部（n＝39）  

私立医学部（n＝29）  

国公立薬学部（n＝18）  

私立薬学部（n二26）  
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Ⅱ－3．学部内関係者の寄附金等の受領に関する認知の有無  

このアンケートでは「寄附金等」は、「寄附金（不動産、動産、奨学寄附金を含む）、  

治験や共同研究・受託研究に係る研究契約金」を指します。  

「奨学寄附金」は、「製薬企業から教育研究の奨励を目的として大学等に寄附される  

もの」を指します。  

3．1．1貴講座内の関係者（准教授・助教など）の奨学寄附金（製薬企業から教育研究の奨励を目的と  

して大学等に寄附されるもの）の受領に関して、把握していますか。該当するものに「z／」をつけて  

ください。（単一回答）  

ロ 1．全て把握している  

ロ 2．概ね把握している．  

□ 3．一部把握している  

□ 4．把握していない  

ロ全て把握 日概ね把握 臼一部把握 伍把握していない □回答なし  

全  体（n＝112）  

国公立医学部（n＝39）  

私立医学部（n＝29）  

国公立薬学部（n＝18）  

私立薬学部（n＝26）  
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く3・1・2 上記につし1・て把握している場合、どのようにしてお知りになりましたか。該当するものに「リ」；  

をつけてください。（複数回答可）  

□ 1＿ 直接報告を受けた（義務）  

ロ 2．直接報告を受けた（任意）  

□ 3．経理担当者（講座内）からの連絡  

□ 4．経理担当者（学部等事務局）からの連絡  

□ 5．学部内会議・報告書に記載  

口 6．広報資料、大学ホームページに記載  

□ 7．インターネット、報道等の外部情報  

□ 8．寄附等をした製薬企業担当者からの連絡  

□ 9．上記外の関係者からの伝聞  

口全体（n二106）  

臼国公立医学部（n＝36）  

臼私立医学部（n＝28）  

臼国公立薬学部（n＝17）  

口私立薬学部（n＝25）  
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3．1．3 貴講座内の関係者（准教授・助教など）の奨学寄附金以外の企業からの資金（不動産t動産を  

含む奨学寄附金以外の寄附金、治験や共同研究・受託研究に係る研究契約金）の受領に関して、把握  

していますか。該当するものに「γ」をつけてください。（単一回答）  

ロ 1．全て把握している  

ロ 2．概ね把握している  

□ 3．一部把握している  

□ 4．把握していない  

□全て把握 日概ね把握 臼一部把握 巳把握していない 口回答なし  

－－   全  体 （n＝112）  

帖匡 
国公立医学部（n＝39）  

・・   私立医学部 （n＝29）  

国公立薬学部（n＝18）  

私立薬学部（n＝26）  
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3．1，4 上記について把握している場合、どのようにしてお知りになりましたか。該当するものに「リ」  

をつけてください。（複数回答可）  

□ 1．直接報告を受けた（義務）  

□ 2．直接報告を受けた（任意）  

□ 3．経理担当者（講座内）からの連絡  

D 4．経理担当者（学部等事務局）からの連絡  

ロ 5．学部内会議・報告書に記載  

□ 6．広報資料、大学ホームページに記載  

ロ 7．インターネット、報道等の外部情報  

□ 8．寄附等をした製薬企業担当者からの連絡  

ロ 9．上記以外の関係者からの伝聞  

ロ全体（†1＝99）  

ロ国公立医学部（n＝34）  

田私立医学部（rl＝26）  

窃国公立薬学部（n二14）  

山私立薬学部（n＝25）  

私立薬学部（nニ25）  52．0    36．0  20．0  20．0  12．0  4．0  0．0  8．0     0．0  0．0   
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3．1．5 貴講座以外の関係者（同一学部の教員）の奨学寄附金の受領に関して、把握していますか。該  

当するものに「γ」をつけてください。（単t回答）  

□ 1．全て把握している  

□ 2．概ね把握している  

□ 3．一部把握している  

口 4．把握していない  

巳全て把握 日概ね把握 臼一部把握 田把握していない 口回答なし  

全  体（n＝112）  

国公立医学部（n＝39）  

私立医学部（n＝29）  

国公立薬学部（n＝18）  

23．1 私立薬学部（n＝26）  
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3・1・6 上記について把握している場合、どのようにしてお知りになりましたか。該当するものに「レ」：  

をつけてください．。（複数回答可）  

□ 1．直接聞いた   

□ 2．経理担当者（学部等事務局）からの連絡  

□ 3．学部内会議・報告書に記載   

□ 4．広報資料、大学ホームページに記載  

ロ 5＿ インターネット、報道等の外部情報   

ロ 6．寄附等をした製薬企業担当者からの連絡  

□ 7．上記外の関係者からの伝聞  

□全体（n＝49）  

ロ国公立医学部（Il＝19）  

田私立医学部（n＝7）  

回国公立薬学部（n＝15）  

ロ私立薬学部（n＝8）  
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3．1．7 貴講座以外の関係者（同一学部の教員）の奨学寄附金以外の企業からの資金の受領に関して、  

把握していますが。該当する．ものに「γ」をつけてください。（単一回答）  

ロ 1．全て把握している  

□ 2．概ね把握している  

□ 3．一部把握している  

□ 4．把握していない  

□全て把握 日概ね把握 臼一部把握 離巴握していない □回答なし  

全  体（n＝112）  

国公立医学部（n＝39）  

私立医学部（n＝29）  

国公立薬学部（n＝18）  

23．1   私立薬学部（n＝26）  
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□ 2．経理担当者（学部等事務局）からの連絡  

□ 3．学部内会議・報告書に記載   

□ 4＿ 広報資料、大学ホームページに記載   

□ 5．インターネット、報道等の外部情報   

□ 6．寄附等をした製薬企業担当者からの連絡   

□ 7．それ以外の関係者からの伝聞  

□全体（n＝36）  
ロ国公立医学部（n＝15）  

臼私立医学部（n＝4）  

回国公立薬学部（n二11）  

ロ私立薬学部（n＝6）  
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3．1．9 ご所属の学部に対する寄附金等の受領に関して、把握していますか。該当するものに「〝」を  

つけてください。（単一回答）  

□ 1．全て把握している  

□ 2．概ね把握している  

□ 3．一部把握している  

□ 4．把握していない  

ロ全て把握 日概ね把握 臼一部把握 郎巴握していない ロ回答なし  

◆  全  体（n＝112）  

国公立医学部（n＝39）  

私立医学部（n＝29）  

国公立薬学部（n＝18）  

私立薬学部（n＝26）   
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3．1．10 上記について把握している場合、どのようにしてお知りになりましたか。該当するものに「ソ」  

をつけてください。（複数回答可）  

ロ 1．経理担当者（学部等事務局）からの連絡  

□ 2＿ 学部内会議・学部内報告書に記載  

□ 3．広報資料、大学ホームページに記載  

□ 4．インターネット、報道等の外部情報  

□ 5＿ 寄附等をした製薬企業担当者からの連絡  

□ 6．それ以外の関係者からの伝聞  

ロ全体（rl＝52）  

ロ国公立医学部（fl＝26）  

田私立医学部（n＝7）  

臼国公立薬学部（n＝12）  

ロ私立薬学部（n＝7）  
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3．1．11ご所属の大学全体に対する寄附金等の受領（記念事業への協賛、建物の寄贈など）に関して、  

把握していますか。該当するものに「y」をつけてください。（単一回答）  

□ 1．全て把握している  

□ 2．概ね把握している  

ロ 3．一部把握している  

□ 4．把握していない  

口全て把握 日概ね把握 四一部把握 田把握していない □回答なし  

全  体（n＝112）  

2．7  0．9  

国公立医学部（n＝39）  

私立医学部（n＝29）  

国公立薬学部（n＝18）  

私立薬学部（n＝26）  
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3．1．12 上記について把握している場合、どのようにしてお知りになりましたか。該当するものに「リ」  

をつけてください。（複数回答可）  

□ 1．経理担当者（学部、大学等事務局）からの連絡  

ロ 2＿ 学内会議・学内報告書に記載  

□ 3．広報資料、大学ホームページに記載  

ロ 4．インターネット、報道等の外部情報  

口 5．寄附等をした製薬企業担当者からの連絡  

□ 6．関係者からの伝聞  

□全体（n＝50）  

□国公立医学部（n＝20）  

田私立医学部（n＝12）  

四国公立薬学部（n＝9）  

ロ私立薬学部（n＝9）  
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Ⅱ－4．大学関係者の寄附金等の各種判断へのバイアスの有無に関  
する考え方   

大学内関係者が製薬企業より寄附金等を受け取っている場合に、それを気にかけて各  

種判断に寄附等を行った企業が有利になるようなバイアスがかかるか否かについて  

お伺いします。なお、前述のとおり、寄附金等は「寄附金（不動産、動産、奨学寄附  

金を含む）、治験や共同研究・受託研究に係る研究契約金）」を指します。  

4．1．1先生ご自身が製薬企業より奨学寄附金を受け取っている場合、各種判断にバイアスが生じます  

か。該当するものに「γ」をつけてください。（単一回答）  

□ 1．非常に／〈イアスが生じる  

ロ 2．バイアスが生じる  

□ 3．ややバイアスが生じる  

□ 4．バイアスは生じない  

□ 5．分からない  

□ 6．むしろ厳しく評価する  

□ややハヾィ7スが生じる  寸非常にハヾィ7スが生じる 田ハ～ィ7スが生じる  

田ハナィァスは生じない  ロ分からない  田むしろ厳しく評価する  

□回答なし  

全  体（n＝112）  

3．6  4．51．8  

国公立医学部（n＝39）  

2．6  2．6  

私立医学部（n＝29）  

3．4  3．4  

亜        嚢  
国公立薬学部（n＝18）  

私立薬学部（n＝26）  

3．8 3．8  
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4・1・2 講座内関係者（准教授、助教など）が製薬企業より奨学寄附金を受け取っていることを把握し  

た場合、各種判断にバイアスが生じますか0該当するものに「リ」をつけてください。（単一回答）  

□ 1．非常に／〈イアスが生じる  

□ 2．／〈イアスが生じる  

□ 3．ややバイアスが生じる  

□ 4．バイアスは生じない  

□ 5．分からない  

口 6＿ むしろ厳しく評価する  

1非常にハ√ィァスが生じる  臼ハ、’ィ7スが生じる  ロややハヾィァスが生じる  

田ハ√ィァスは生じない  日分からない  臼むしろ厳しく評価する  
□回答なし  

全  体（n＝112）  

重蕎ヰ   

国公立医学部（n＝39）  

‾ …      十三＿＿二  私立医学部（n＝29）  

国公立薬学部（n＝18）  

のア閻  

叫巨核彩  
私立薬学部 （n＝26）  
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4．1．3 先生ご自身が製薬企業より奨学寄附金以外の企業からの資金（不動産・動産を含む奨学寄  

附金以外の寄附金、治験や共同研究・受託研究に係る研究契約金）を受け取っている場合、各種  

判断にバイアスが生じますか。該当するものに「リ」をつけてください。（単一回答）  

□ 1．非常にバイアスが生じる  

□ 2．バイアスが生じる  

ロ 3．ややバイアスが生じる  

□ 4．バイアスは生じない  

□ 5．分からない  

□ 6．むしろ厳しく評価する  

口ややハナィァスが生じる  ■非常にハ～ィァスが生じる 田ハ√ィァスが生じる  

匂ハヾィァスは生じない  ∃分からない  田むしろ厳しく評価する  

□回答なし  

∴ 「‾二＝＝＝＝ニー  全  体（n＝112）  

国公立医学部（n＝39）  

私立医学部（n＝29）  

国公立薬学部（n＝18）  

私立薬学部（n＝26）  
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‾▲‾‾‾‾‾‾＝1－－－－－－一、一、－一一一＝－－－－－－－－－＝＝、一－－－－－－＝－－＝－－－－－＝－－一一＝‥＝－－－－－－－－－－－－ 

4・1・4 講座内関係者（准教授、助教など）が製薬企業より奨学寄附金以外の企業からの資金（不動産・  

動産を含む奨学寄附金以外の寄附金、治験や共同研究・受託研究に係る研究契約金）を受け取ってい！  

ることを把握した場合、各種判断にバイアスが生じますか。該当するものに「ソ」をつけてください。  

（単一回答）  

□1．非常にバイアスが生じる   

□ 2．バイアスが生じる   

□ 3．ややバイアスが生じる   

□ 4，バイアスは生じない  

□ 5．分からない   

□ 6．むしろ厳しく評価する  

増非常にハ、、ィァスが生  

臼ハ■ィァスは生じない  
口回答なし  

じる  田ハヾィ乃が生じる  

日分からない  

ロややハヾィァスが生じる  

臼むしろ厳しく評価する  

≡l‾－…     …‾－．＿土．  全  体（n＝112）  

2・7  4．5 4・5  

■  国公立医学部（n＝39）  

私立医学部（n＝29）  

l‾l1 －   重  国公立薬学部（n＝18）  

私立薬学部（■n＝26）  
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4．1．5 講座外関係者（同一学部）が製薬企業より奨学寄附金を受け取っていることを把握した場合、  

各種判断にバイアスが生じますか。該当するものに「γ」をつけてください。（単一回答）  

ロ 1．非常にバイアスが生じる  

ロ 2．バイアスが生じる  

□ 3．ややバイアスが生じる  

□ 4．バイアスは生じない  

□ 5．分からない  

□ 6．むしろ厳しく評価する  

b非常にハ√ィァスが生じる 田ハ～ィァスが生じる  ロややハヾィァスが生じる  

四ハヾィァスは生じない  巳分からない  田むしろ厳しく評価する  
ロ回答なし  

全  体（n＝112）  

1．8  3．6  

国公立医学部（n＝39）  

私立医学部（n＝29）  

国公立薬学部（n＝18）  

私立薬学部（n＝26）  
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4．1．6 講座外関係者（同一学部）が製薬企業より奨学寄附金以外の企業からの資金を受け取っている  

ことを把握した場合、各種判断にバイアスが生じますか。該当するものに「γ」をつけてください。（単  

一回答）  

□ 1．非常にバイアスが生じる  

□ 2．バイアスが生じる  

ロ 3．ややバイアスが生じる  

口 4．バイアスは生じない  

□ 5．分からない  

□ 6＿ むしろ厳しく評価する  

巳非常に′、Jィァスが生じる 田ハ√ィァスが生じる  ロややハ～ィ7スが生じる  

四ハ√ィァスは生じない  日分からない  臼むしろ厳しく評価する  
口回答なし  

匡≡∃臼＝  
＝吻  全  体（n＝112）  

1．8  4．5  

・・  華 国公立医学部（n＝39）  

■  
私立医学部（n＝29）  

■  国公立薬学部（n＝18）  

＝    嚢嘗  私立薬学部（n＝26）  

78   



4．1．7 所属学部が製薬企業より寄附金等を受け取っていることを把握した場合、各種判断にバイ  

アスが生じますか。該当するものに「γ」をつけてください。（単一回答）  

□ 1．非常にバイアスが生じる  

□ 2．バイアスが生じる  

ロ 3．ややバイアスが生じる  

□ 4．バイアスは生じない  

□ 5．分からない  

□ 6．むしろ厳しく評価する  

臼ややバイアスが生じる  『非常にハヾィァスが生じる 田ハ÷ィァスが生じる  

辺ハヾィァスは生じない  日分からない  白むしろ厳しく評価する  

□回答なし  

－・…   －・  ≡ 全  体（n＝112）  

国公立医学部（n＝39）  

私立医学部（n＝29）  

嚢中  国公立薬学部（n＝18）  

私立薬学部（n＝26）  

79   



4．1．8 大学全体が製薬企業より寄附金等を受け取っていることを把握した場合、各種判断にバイアス  

が生じますか。該当するものに「ヱ／」をつけてください。（単一回答）  

□ 1．非常にバイアスが生じる  

□ 2．バイアスが生じる  

□ 3．ややバイアスが生じる  

□ 4．バイアスは生じない  

□ 5．分からない  

□ 6．むしろ厳しく評価する  

匹非常にハ～ィ丁スが生じる 田ハ÷ィァスが生じる  ロややハヾィァスが生じる  

田ハナィァスは生じない  日分からない  田むしろ厳しく評価する  
ロ回答なし  

目顔匡 全  体（n＝112）  

喜＝一丁  、⊥  国公立医学部（n＝39）  

■ 室∴  l■■  私立医学部（n＝29）  

＿＿  ・－   ぎ．・．一二こぅ丁  国公立薬学部（n＝18）  

中廟嚢  
私立薬学部（n＝26）  
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Ⅱ－5．寄附金等およびコンサルタント料等の個人的な報酬について  

企業毎に、直近の一年間（先生が集計しやすい区切り、例えば昨年度一年分でも結構  

です）に、御られている寄附金等（寄附金（不動産、動産、奨学寄附金を  

含む）、治験や共同研究・受託研究に係る研究契約金））及びコンサルタント料等の個  

人的な報酬（コンサルタント料・指導料、特許権・特許権使用料・商標等による報酬、  

講演・原稿執筆その他これに類する行為による報酬）些塵塵（以下「寄附金等総額」  

という。）の上位3社について、ご回答をお願いします。なお、「先生が受け取られて  

いる寄附金等」には、助成金等で先生がいったん受け取られた後に大学に寄附を行っ  

たものも含めます。   

（1）企業からの寄附金等総額について．  

5．1．1直近の一年間に一番多く寄附金等総額を受領された企業からの寄附金等総額をお答えくださ  

い。（一万円以下は切り上げ）（単一回答）  

口 1． 50万円以下   

□ 2． 51万円～100万円   

ロ 3．101万円～150万円   

□ 4．151万円～200万円   

ロ 5．201万円～250万円   

□ 6．251万円～300万円   

ロ 7．301万円～350万円  

□ 8．351万円～400万円   

ロ 9．401万円～450万円   

ロ10．451万円～500万円   

□11．501万円～550万円   

口12．551万円～600万円   

□13．601万円～650万円   

□14．651万円～700万円  

ロ15．701万円～750万円   

口16．751万円～800万円   

ロ17．801万円～850万円   

口18．851万円～900万円   

□19．901万円～950万円   

口20．951万円～1000万円   

□21．1001万円以上   

ロ22．受領実績無し  

臼国公立医学部□私立医学部  
四国公立薬学部□私立薬学部  
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5．1．2 直近の一年間に2番目に多く寄附金等総額を受領された企業からの寄附金等総額をお答えくだ  

さい。（一万円以下は切り上げ）（単一回答）  

ロ15．701万円～750万円   

□16＿ 751万円～800万円   

□17．801万円～850万円   

□18．851万円～900万円  

口 8．351万円～400万円   

□ 9＿ 401万円～450万円   

田10．451万円～500万円   

ロ11．501万円～550万円   

□12．551万円～600万円   

D13．601万円～650万円   

□14．651万円～700万円  

□ 1． 50万円以下   

□ 2． 51万円～100万円   

□ 3．101万円～150万円   

□ 4．151万円～200万円   

□ 5．201万円～250万円   

□ 6．251万円～300万円  

ロ19．901万円～950万円   

□20．951万円～1000万円：   

口21．1001万円以上   

□22．受領実績無し  

こ 口 7．301万円～350万円  

四国公立医学部 臼私立医学部  

四国公立薬学部 00私立薬学部  
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5．1．3 直近の一年間に3番目に多く寄附金等総額を受領された企業からの寄附金等総額をお答えくだ  

さい。（一万円以下は切り上げ）（単一回答）  

□ 1． 50万円以下   

□ 2． 51万円～100万円   

口 3．101万円～150万円   

□ 4．151万円～200万円   

□ 5．201万円～250万円   

□ 6．251万円～300万円   

ロ 7．301万円～350万円  

ロ 8．351万円～400万円   

D 9．401万円～450万円   

□10．451万円～500万円   

□11．501万円～550万円   

□12．551万円～600万円   

□13．601万円～650万円   

□14．651万円～700万円  

□15．701万円～750万円   

ロ16．751万円～800万円   

ロ17．801万円～850万円   

ロ18．851万円～900万円   

□19．901万円～950万円   

□20．951万円～1000万円   

□21．1001万円以上   

ロ22．受領実績無し  

臼国公立医学部□私立医学部  

臼国公立薬学部Ⅲ私立薬学部  

83   



※以下の質問（2）～（4）においては、（1）でお答えいただいた企業からの寄附   

金等総額の内訳についてお伺いします。   

（2）企業からの寄附金等のうち奨学寄附金について   

5．2．1直近の一年間に一番多く寄附金等総籠を受領された企業からの奨学寄附金の金額をお答えくだ≡  

さい。（一万円以下は切り上げ）（単一回答）  

□15．701万円～750万円   

口16．751万円～800万円   

ロ17．801万円～850万円   

□18▲ 851万円～900万円   

□19．901万円～950万円   

ロ20．951万円～1000万円   

□21．1001万円以上   

□22．受領実績無し  

口 8．351万円～400万円   

□ 9．401万円～450万円   

□10．451万円～500万円   

口11．501万円～550万円   

□12＿ 551万円～600万円   

□13．601万円～650万円   

□14，651万円～700万円  

□ 1． 50万円以下   

口 2＿  51万円～100万円   

□ 3．101万円～150万円   

□ 4．151万円～200万円   

□ 5．201万円～250万円   

□ 6．251万円～300万円   

□ 7．301万円～350万円  

四国公立医学部□私立医学部  
四国公立薬学部田私立薬学部  
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5．2．2 直近の一年間に2番目に多く寄附金等総額を受領された企業からの奨学寄附金の金額をお答え  

ください。（一万円以下は切り上げ）（単一回答）  

□ 1． 50万円以下   

□ 2． 51万円～100万円   

□ 3．101万円～150万円   

□ 4．151万円～200万円   

□ 5．201万円～250万円   

□ 6．251万円～300万円   

□ 7．301万円～350万円  

□ 8．351万円～400万円   

□ 9．401万円～450万円   

□10．451万円～500万円   

□11．501万円～550万円   

□12．551万円～600万円   

□13．601万円～650万円   

□14．651万円～700万円  

□15．701万円～750万円   

□16．751万円′〉800万円   

□17．801万円～850万円   

□18．851万円～900万円   

□19．901万円′｝950万円   

□20．951万円～1000万円   

□21．1001万円以上   

口22．受領実績無し  
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5．2．3 直近の一年間に3番目に多く寄附金等総額を受領された企業からの奨学寄附金の金縫をお答え  

ください。（一万円以下は切り上げ）（単一回答）  

□ 1． 50万円以下   

□ 2． 51万円～100万円   

□ 3＿101万円～150万円   

□ 4．151万円～200万円   

□ 5．201万円～250万円   

□ 6，251万円～300万円   

□ 7，301万円～350万円  

□ 8．351万円～400万円   

口 9．401万円～450万円   

□10．451万円～500万円   

□11．501万円～550万円   

□12．551万円～600万円   

口13，601万円～650万円   

口14＿ 651万円～700万円  

ロ15、701万円～750万円   

ロ16＿ 751万円～800万円   

ロ17．801万円～850万円   

□18．851万円～900万円   

ロ19．901万円～950万円   

□20．951万円～1000万円   

□21．1001万円以上   

ロ22．受領実績無し  

田国公立医学部□私立医学部  
田国公立薬学部m私立薬学部  

私立医学部  14  7  2  0  0  0  0  0  0  ロ  n  0  0  0  n  0  0  0  0  0   0  4  l   
国公立医学部  山  4  4  b  山  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0   0  10  り   
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（3）企業からの奨学寄附金以外の資金について  

5．3．1直近の一年間に一番多く寄附金等総額を受領された企業からの奨学寄附金以外の資金の総額を  

お答えください。（一万円以下は切り上げ）（単一回答）  

□ 1． 50万円以下   

ロ 2． 51万円～100万円   

□ 3．101万円～150万円   

□ 4．151万円～200万円   

□ 5．201万円～250万円   

□ 6．251万円－300万円   

□ 7．301万円～350万円  

0 8．351万円～400万円   

ロ 9．401万円～450万円   

□10．451万円～500万円   

口11．501万円～550万円   

ロ12．551万円～600万円   

□13．601万円～650万円   

口14．651万円～700万円  

D15．701万円～750万円   

口16．751万円～800万円   

□17．801万円～850万円   

□18．851万円～900万円   

□19．901万円～950万円   

□20．951万円～1000万円   

□21．1001万円以上   

ロ22．受領実績無し  

田国公立医学部臼私立医学部  

四国公立薬学部皿私立薬学部  
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≡5．3．2 直近の一年間に2番目に多く寄附金等総額を受領された企業からの奨学寄附金以外の資金の総：  

‡額をお答えください。（一万円以下は切り上げ）（単一回答）  

ロ15．701万円～750万円   

口16．751万円～800万円   

□17．801万円～850万円   

□18．851万円～900万円   

口19．901万円～950万円   

□20＿ 951万円～1000万円   

□21．1001万円以上   

□22＿ 受領実績無し  

□ 8．351万円～400万円   

ロ 9＿ 401万円～450万円   

□10．451万円～500万円   

口11．501万円～550万円   

口12．551万円～600万円   

□13．601万円～650万円   

□14．651万円～700万円  

□ 1． 50万円以下   

□ 2＿  51万円～100万円   

□ 3．101万円～150万円   

□ 4．151万円～200万円   

□ 5．201万円～250万円   

□ 6．251万円～300万円   

□ 7＿ 301万円～350万円  

B国公立医学部口私立医学部  
四国公立薬学部山私立薬学部  
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5．3．3 直近の一年間に3番目に多く寄附金等総額を受領された企業からの奨学寄附金以外の資金の総  

額をお答えください。（一万円以下は切り上げ）（単一回答）  

□ 1． 50万円以下   

□ 2． 51万円～100万円   

□ 3．101万円～150万円   

□ 4．151万円～200万円   

□ 5．201万円～250万円   

□ 6．251万円～300万円   

□ 7．301万円～350万円  

□ 8．351万円～400万円   

□ 9．401万円～450万円   

DlO．451万円～500万円   

□11．501万円～550万円   

口12．551万円～600万円   

□13．601万円～650万円   

□14．651万円～700万円  

□15．701万円～750万円   

口16．751万円～800万円   

□17．801万円～850万円   

□18．851万円～900万円   

□19．901万円～950万円   

口20．951万円～1000万円   

□21．1001万円以上   

□22．受領実績無し  

四国公立医学部コ私立医学部  

四国公立薬学部Ⅲ私立薬学部  

国公立薬学部  2  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0   0  0  0  0  0  0  0   0  15  ロ   
私立医学部  12  巴  2  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0   0  0  0  0  0  0  0   0  10  2   
国公立医学部  9  ロ  l  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0   0  0  0  0  0  0  0   0  田  7   
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（4）企業からの個人的な報酬について  

5．4．1直近の一年間に一番多く寄附金等総額を受領された企業からのコンサルタント料等の個人的な  

報酬の総額をお答えください。（一万円以下は切り上げ）（単一回答）  

□15．701万円～750万円   

□16．751万円～800万円   

ロ17．801万円～850万円   

□18．851万円～900万円   

□19．901万円～950万円   

ロ20．951万円～1000万円   

□21．1001万円以上   

□22．受領実績無し  

□ 8．351万円～400万円   

□ 9．401万円～450万円   

□10＿ 451万円～500万円   

□11．501万円～550万円   

□12．551万円～600万円   

□13．601万円～650万円   

□14．651万円～700万円  

□ 一卜  50万円以下   

□ 2． 51万円～100万円   

□ 3．101万円～150万円   

ロ 4．151万円～200万円   

口 5．201万円～250万円   

□ 6．251万円～300万円   

D 7．301万円～350万円  

B国公立医学部口私立医学部  

四国公立薬学部皿私立薬学部  

90   



5．4．2 直近の一年間に2番目に多く寄附金等総額を受領された企業からのコンサルタント料等の個人  

的な報酬の総額をお答えください。（一万円以下は切り上げ）（単一回答）  

D l． 50万円以下   

□ 2． 51万円～100万円   

口 3．101万円～150万円   

□ 4．151万円～200万円   

□ 5．201万円～250万円   

□ 6．251万円～300万円   

□ 7．301万円～350万円  

ロ 8．351万円～400万円   

ロ 9．401万円～450万円   

□10．451万円～500万円   

□11．501万円～550万円   

□12．551万円～600万円   

ロ13．601万円～650万円   

□14．651万円～700万円  

口15．701万円～750万円   

□16．751万円～800万円   

D17．801万円～850万円   

ロ18．851万円～900万円   

□19．901万円～950万円   

□20．951万円～1000万円   

D21．1001万円以上   

ロ22．受領実績無し  

四国公立医学部□私立医学部  

四国公立薬学部□私立薬学部  
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5．4．3 直近の一年間に3番目に多く寄附金等総額を受領された企業からのコンサルタント料等の個人  

的な報酬の総額をお答えください。（一万円以下は切り上げ）（単一回答）  

□ 1仁  50万円以下   

□ 2． 51万円～100万円   

□ 3，101万円～150万円   

ロ 4．151万円～200万円   

口 5．201万円～250万円   

□ 6，251万円～300万円   

□ 7．301万円～350万円  

□ 8．351万円～400万円   

口 9．401万円～450万円   

□10＿ 451万円～500万円   

□11．501万円～550万円   

□12．551万円～600万円   

□13＿ 601万円～650万円   

□14．651万円～700万円  

□15．701万円～750万円   

□16．751万円～800万円   

ロ17，801万円～850万円   

ロ18．851万円～900万円   

□19．901万円～950万円   

□20＿ 951万円～1000万円   

口21．1001万円以上   

□22．受領実績無し  

田国公立医学部口私立医学部  

四国公立薬学部田私立薬学部  
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Ⅲ．審議会委員  
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調査の概要  

1．調査の目的  

現行♂）薬事・食品衛生審議会申し合わせ「審議参加に関する遵守事項」の運用に関する実態調   

査。  

2．調査項目  

① 委員申告フォーマットについて  

② 情報の開示方法について  

③ 問題点や改善すべき点について  

3．調査対象  

薬事・食品衛生審議会薬事分科会委員及び臨時委員であって、本年5月以降に開催された申し  

合わせの適用部会等に所属する163名を対象として調査を実施した。  

4．調査時期  

2008年9月2日～9月16日  

5．調査方法  

調査票（自記式／無記名）を用いた郵送調査  

6．回収結果   

111通（有効回答率68．1％）  
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Ⅲ－1．委員申告フォーマットについて  

分科会、部会及び調査会（以下、「部会等」）の委員申告フォーマットの記入時間、記  

入内容、通常業務への影響等についてお伺いいたします。   

（1）委員申告フォーマットの記入に要する時間について  

1．1．1初回の申告において、委員申告フォーマットの記入に要した日数（実際の作業着手から返送に  

至るまでの日数）について、該当するものに「γ」をつけてください。（単一回答）  

□ 1． 1日以内  

□ 2． 2～3日  

□ 3． 4～7日  

□ 4． 8～14日  

□ 5． 15日以上  

1日以内  2～3日  4～7日  8～14日   15日以上  回答なし  

・
－
・
．
．
－
．
 
‘
．
】
．
r
．
 

一
↓
‥
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1．1．2 初回の申告において、寄附金等の金額の確認に要した縛時間（学内・組織内における問し＼会わ  

せに要した時間も含むLについて、該当するものに「7ノ」をつけてください。（単一回答）  

□ 1． 5～30分未満  

□ 2． 30～1時間未満  

□ 3． 1時間～3時間未満  

□ 4＿  3時間～6時間未満  

□ 5． 6時間～1日  

□ 6． 2～3日  

□ 7． 4日以上  

へ 句＼ 海 、 
～＼ 

軸 
物㌔ 戦 

ノ 、 
J（ち転 ざ 々 

乙  
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1．1．3 初回の申告において、委員申告フォーマットの記入に際し、先生ご自身が実際に拘束された時  

間について、該当するものに「z／」をつけてください。（単一回答）  

□ 1． 5分以内  

□ 2． 6～15分  

□ 3． 16～30分  

□ 4． 31～45分・  

□ 5． 46～60分  

D 6． 1時間以上  

－  
、  、－、  

－  
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（2）委員申告のフォーマットの記入内容について  

1．2．1寄附金・契約金等の受取額の記載に関して、現行の「受領なし」、「50万円以下」、「50万円  

超～500万円以下」、「500万円超」の4段階のチェック方式についてどのようにお考えですか。  

該当するものに「‡／」をつけてください。（単一回答）  

ロ 1＿ 評価できる  

□ 2．やむを得ない  

□ 3．あまり評価できない  

口許価できる臼やむを得ない臼あまり評価できないロ回答なし  

3．6％3・6％  

1．2．21．2．1で3に「〝」をつけた方にのみお尋ねします。  

どのような点が評価できないかについて、差し支えなければ具体的にご記入をお願いします。（自由記載）  

受領金額に段階をつける根拠に乏しいのではないか？  

複雑すぎる。500万円に一一一本化し、審議に参加可一不可のどちらかにするのが良い。  

金額の設定根拠が明確ではない。不正防止等を目的とするならば額の多寡に関わらず、受  

領の有無で判断する方がすっきりとする。  
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（3）委員申告フォーマットの記入作業の通常業務に与える影響について  

1・3・1委員申告フォーマットの記入作業について、通常業務に対する影響はありますか。該当するも  

のに「γ」をつけてください。（単一回答）  

□ 1．影響を感じる  

□ 2．やや影響を感じる  

□ 3．あまり影響は感じない  

□ 4．影響は感じない  

日影響を感じる 白やや影響を感じる  8あまり影響は感じない日影響は感じない□回答なし  

1・3・21・3・1で1又は2に「れ をつけた：引このみお尋ねします。  

どのような影響があるかについて、差し支えなければ具体的にご記入をお願いします。（自由記載）  

しめ切りが短い  

メールでのやりとりに徹してほしい  

意図的でなくとももし申告漏れのあった場合を想定すると、資料を捜す要あり。 小額で  

問題ないと思いつつも、日常業務で目一杯のところ、影響を感じた。今後は了めリスト作  

成などをしたい。  

煩わしい。しかし義務であると認識している。  
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Ⅲ－2．情報の開示方法について  

現行の議事録および委員等から提出された申告書のホームページでの開示の方法に  

関してお伺いいたします。  

現在、審議参加の可否について、部会等の冒頭で申告状況について報告した内容につ  

いて、委員名を含め議事録で公開することとされています。また、厚生労働省ホーム  

ページで、部会等の公開、非公開に関わらず、委員等から提出された申告書を加エせずにそ  

のまま公開しています。   

（1）現行の議事録および申告書のホームページでの開示について  

2．1現行の議事録への審議参加の可否に関する記載及び申告書の公開の方法に関し、どのように感じ  

ますか。該当するものに「〝」をつけてください。（単一回答）  

□ 1．負担を感じる  

□ 2．やや負担を感じる  

□ 3．あまり負担は感じない  

□ 4．負担は感じない  

田負担を感じる ロやや負担を感じる 田あまり負J旦は感じないロ負担は感じないロ回答なし  

［；三∃  

2．2 2．1で1又は2に「1′」をつけた方にのみお尋ねします。  

どのような負担をお感じになるかについて、差し支えなければ具体的にご記入をお願いします。（自由記載）  

誤解を受けないようにしてほしい  

「7スコミなどからの無要なプレッシャーなど  

情報のみが「一人歩き」してしまうことを危惧します。  
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Ⅲ－3．問題点や改善すべき点について  

現行の「審議参加に関する遵守事項」に対する全体的な評価についてお伺いします。   

（1）現行の「審議参加に関する遵守事項」に対する全体的な評価について  

3．1情報開示の方法も含め、現行のルールについてどのように評価されますか。（単一回答）  

□ 1．評価できる  

□ 2．やむを得ない  

□ 3．あまり評価できない  

□評価できる田やむを得ない四あまり評価できない□回答なし  

2．7％ 0・9％  
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3．2 現行の「審議参加に関する遵守事項」に関連して、問題点や改善すべき点がありましたら、どの  

ようなことでも結構ですのでご自由にご記載ください。  

く寄附金等について＞   

・A（：tiveな研究者のところに報酬を伴う形でさまざまな依頼が来るのは当然である。  

・大学に所属する者にとって、企業からの寄付はなくてはならないものである。  

・個人の報酬である「コンサルタント料・指導料、特許権・特許権使用料・商標権」による報酬、   

講演・原稿執筆科その他これに類する行為による報酬」と、機関経理がなされる委任経理金や受   

託研究とが、「寄附金・契約金等」と一括されており、寄附金についての国民・社会の誤解を助長  

させているのではないか。  

・不透明な個人の報酬と透明性のある研究費とは、異なる基準にするべきである。  

・委任経理金扱いの金銭の考え方があいまいである。  

・寄附金、特に奨学金の位置づけを明らかにし、国民の意識改革を図ることが必要である。  

く情報公開について＞   

「情報公開」の形式的な証左のために莫大なべーパーと事務作業が費やされていると感じる。  

・審議の透明性を確保するためには情報開示は当然であると考える。  

・利益相反を公開すると審議に参加しにくくなる。  

く審議参加の取り扱いについて  

・利益相反になるとして審議に参加できない人が出てくることは、やむを得ない。  

・審議会の特定の方により負担がかかっているように感じる。  

・審議に本当の専門家ができなくなると思われる。  

・審議の場において、専門家の意見が反映できるシステムが要と思われる。  

・定足数に近い出席率で、審議不参加委員が多い場合、対象医薬品に関する充分な審議ができなく  

なる。  

・金額の多寡に関係なく受領者は当該審議には参加しないとすべきである。  

∴従来行っていた審議対象のみの調査で十分ではないか。  

＜その他＞  

・審議具になることは社会に対する貢献である。  

・報道機関の報道姿勢にも問題があるのではないかっ  

・政府の機関としての審議員を守るルール作りを早く確立していただきたい。  

・審査に携わる者の倫理意識の向揚と信頼が大切である。   

・国民、医師、企業の意識改革と開示の徹底化が必要である。  
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（前回資料3と同じ）  

米国FDAにおける最近の動向について  

（利益相反およびFDA諮問委員会への参加の適格性を判断  

するための手順に関するガイダンス（2008年8月）の要約）  

1．FDAは、これまで「FDA特例許可基準2000ガイダンス（以下「2000年ガイダン   

ス」という。）において、利害関係の程度と、それに応じて取るべき措置を示す表を   

設定し、個々の諮問委員会メンバーの参加について判断してきた。   

しかしながら、その複雑性と自由裁量性のため、一貫性のある結果は得られなか   

った。  

2．そのため、決定プロセスを大幅に簡略化・合理化し、透明性、明確性、一貫性を高   

め、もって社会的信頼性を高めることを目的として、2007年3月に新たなガイダン   

ス（案）1を示し、パブリックコメント手続きに付していたところ。  

3．その後、米国議会は、FDA改革法（FDAAmendmentAct）701条を制定し、新た   

な利益相反の制限や、審議不参加決定の適用免除措置（以下「特例措置」とい   

う。）の評価基準の確立に加え、潜在的な利益相反が少ない諮問委員会メンバー   

の募集及び年間の特例措置の上限を定めた。   

具体的には、2008年度から毎年FDAがメンバーに付与する特例措置の率を全   

体で5％減らすよう求めている。  

4．また、FDAによる最近の諮問委員会プロセスの内部評価においては、「潜在的な   

利益相反の評価」と「特例措置」の改善が必要とされたところ。   

このような状況を踏まえ、本年8月に、上述の2007年ガイダンス（案）に加え、改   

正FDA改革法の規定も組み入れた正式なガイダンスとして、「利益相反及び   

FDA諮問委員会への参加の適格性を判断するための手順に関するガイダンス」   

が制定された。  

12007年ガイダンス（案）においては、諮問委員会参加の決定プロセスを6段階のフローチャートで示していた。寄附金   

等との関係は概略次のとおり。  

・諮問委員会の決定によって影響をうける組織（企業等）から、過去1年以内に50，000ドル以上の不適格な経済的利益   

を受けている場合は、諮問委員会へ参加できない。   

・50，000ドル以下の場合、参加の必要性を認める場合（参加によるメリットが利益相反のリスクを上回る場合）のみ参加   

できる。ただし、議決権は付与されない。  

－1－   



5．2000年ガイダンスと比較した場合の主要な変更点2  

（1）個人又はその配偶者や未成年の子供に過去1年以内に総額50，000ドルを超  

える不適格な経済的利益がある場合、諮問委員会へは参加しない。  

（2）利益相反が顕著であると判断された状況では、特例措置をとらないこと。なお、   

この状況に係る具体的な4つのシナリオが示されている。   

※ 例えば、「特別公務員又はその勤務先組織が、諮問委員会会議で議論される予定品目  

の申請企業から契約、助成金、共同研究開発協定（CRADA）を受けており（または交渉  

中で）、かつ、当該特別公務員が会議の議題となる製品と同じ製品／適応に関する治験  

総括医師もしくは治験分担医師であるとき」などは、特例は付与されない。  

（3）特例措置の判断に際し、全ての事例について、メンバーの参加が諮問委員会   

に対して不可欠な専門知識をもたらすかどうかの調査を行うことが求められてい   

る。  

（4）年毎に特例措置の数の上限が設けられたこと。  

6．フローチャートにおける各段階の仮訳  

（次ページヘ）  

22007年ガイダンス（案）と比較した場合の主要な変更点も、ここで示された内容と同じである。  
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（前ページから）  

ステップ5  

特定の事項は、職員、またはその利益が当該職員に帰属する人物／組織への金銭  

的利益に対して、直接的かつ予測可能な影響を及ぼすか？  

※ 通常、直接的かつ予測可能な影響を及ぼさない金銭的利益としては、例えばある企業が諮   

問委員会の審議対象となっていない製品またはその競合製品に関する研究のために、メン   

バーの所属組織と契約する、または助成金を提供する場合があげられる。  

は い  いいえ：特例措置なしに会議への参加と議決可能  

ステップ6  

一般的な免除規定★1の適用後に、職員、またはその利益が当該職員に帰属する人  

物／組織は、なお不適格な金銭的利益＊2を有するか？  

（＊1：分離型基金、ユニット型投資信託などが免除の対象の具体例としてあげられている）  

（＊2：「直接的かつ予測可能な影響を及ぼさない金銭的利益」以外の金銭的利益と考えられ  

る。）  

いいえ：特例措置なしに会議への参加と議決可能  

（次ページへ）   
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（前ページから）  

ステップ7   

5．の（2）＊に例示された、特例措置が適用されない不適格な金銭的利益がある  

かどうか？  

は い：会議に参加不可  

ステップ8  

本人、その配偶者及び未成年の子供が有する不適格な金銭的利益の総禎が5万  

ドル以下であるか？  

いいえ：会議に通常参加不可  は い   

ステップ9  

諮問委員会へ不可欠な専門知識を提供するために、そのメンバーの参加が必要  

か？  

いいえ：会議に参加不可  は い   

ステップ10a   

そのメンバーが特別公務員の場合、その人物の参加の必要性が、関与する金銭  

的利益により生じる利益相反の可能性を上回るか？  

ステップ10b   

そのメンバーが一般公務員の場合、金銭的利益はその職員に求められる信頼性  

に影響を及ぼしうるほど深刻なものではないか？  

いいえ：会議に参加不可  は い   

ステップ11   

特例付与の上限の数と矛盾しない場合に、特例は推奨されうる。  

－4－   




